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社会福祉法人とおの松寿会　経営の基本理念 ミッションステートメント（職員の心構え）

○特別養護老人ホーム遠野長寿の郷    老人短期入所施設遠野長寿の郷    老人デイサービスセンター長寿園

地域の高齢者が、安全で快適な生活が送れるよう事業目的

に沿って以下を実現し、地域と共に自らも永続発展していく。

１ 地域の一員として、地域に貢献する。

２ 地域に開かれ、地域に信頼される。

３ 利用者が尊厳を持ってその人らしい自立した生活が送れ

るよう支援する。

４ 常に利用者の立場に立ち創意工夫して行動する。

５ 対人援助業務を通じ、人間として成長する場を創ると共に、

安定した雇用を創出する。

私たちは、思いやりを持って、創造性豊かに行動することに、

深い満足感を覚える。

1 私たちは、案じる気持ちを持って行動します。

1 私たちは、清潔を大切にします。

1 私たちは、創意・工夫をモットーに自己研鑽に努めます。
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とおの松寿会キャラクター

「まっとちゃん」

思い出の一枚 ～長寿の郷 野浦多き志さん100歳のお祝い～より



～ ２ ～

平成29年11月15日（水）特別養護老人ホーム長寿の郷 交流ホールにて「菊池トヨ様

100歳を祝う会」が開かれました。

祝う会には、トヨ様のご家族をはじめ、飛内副市長も出席し長寿をお祝いしました。

トヨ様は、大正6年11月15日生まれ。9人兄弟の次女として誕生されました。結婚して

からは、2男3女の子宝に恵まれ、現在は20人をこえる孫とひ孫がいるということです。

飛内副市長よりお祝いの花と記念品を手渡されると、「ありがとうございます」と話さ

れ、会場は拍手で包まれました。

お祝いの会でトヨ様より「みんなのおかげ様で長生きしていると思います。ありがとう

ございます」と、トヨ様らしいお言葉をいただくことができました。

これからも元気で長生きしてしてください！(スタッフ一同より）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

夜の長寿の郷幻想的な光で飾る

『長寿の郷イルミネーション２０１７』 が

１２/６（水）より特別養護老人ホーム長寿

の郷メイン玄関前で開催されました！

今年で３年目になるイルミネーションも

昨年より点灯の数をさらに増やし、ご利用

者様、地域の皆様に少しでも喜んでいただ

けるようスタッフが心を込めて飾り付けを

行いました！

ぜひ、一度幻想的な心温まる光を見に長

寿の郷へお越しください！

★ ★ イルミネーション点灯時間のお知らせ ★ ★

◎開催期間：平成29年12月6日 ～ 平成30年1月31日まで

◎点灯時間：夕方 16時30分頃 ～ 20時00分頃

長寿の夜を彩る
ライトアップ開催



～ ３ ～

10月は菖蒲町と合同で

釜石にドライブに行ってき

ました。

ドライブでは、紅葉を見

たり、アイスを食べたりと、

行った皆さんはいい気分転

換になったようです。

11月は、おやつ作りを

始め、野浦多き志さんの

100歳のお祝いを行いまし

た。

ユニットだけではなく、

施設全体でお祝いをする事

が出来てとてもよかったで

す。

10月・11月は、釜石

の紅葉見物に行ったり、

稲穂をまぢかで見ようと

施設の周りを散歩したり、

県南ブロックの輪投げ大

会があったりと、さまざ

まな行事がありました。

皆さん大変お元気で、

それぞれに秋の行事を楽

しまれておりました。

楽しい思い出話と、た

くさんの笑顔が見られま

した。



～ ４ ～

11月に、団子作りを行いま

した。

みなさんにも団子を丸める

のを手伝ってもらいました。

「たいへんだなぁ。できる

かなぁ。」と言いながらも楽

しそうに丸めてくれました。

自分たちで作った団子は格

別だったようで、「とっても

おいしいよ。」と笑顔を見せ

ながらたくさん召し上がって

いました。

みなさんでとても楽しい時

間を過ごしました。

普段のおやつ時のご様子と、

お食事時の風景です。

お隣の方や、お向かいに

座っている方と和気あいあい

おしゃべりをしながら、ゆっ

くりコーヒータイムを楽しま

れておりました。

お食事は、それぞれご自分

の食べやすい形の物を、味

わって食べておられます。

好物が出た時には、自然に

笑みがこぼれます。



※

～ ５ ～

菊池信夫様より、民謡素晴らしい歌

声を披露して頂きました。

また1年後に来て下さるそうです。

豚汁を作り、さんま焼きを行い、季

節の旬を味わいました。
紅葉ドライブで仙人峠に行って

きました。かなり寒かったです

が、紅葉は見頃でした。

宝柳会の方々の慰問を鑑賞しました。

真剣に見入っています。

紅葉ドライブ 慰 問 さ ん ま

10月・11月の様子を紹介します。

施設のまわりの紅葉もきれいですが、今回は釜石にも紅葉を見に行ってきま

した。 また、ハロウィンということでおやつにかぼちゃプリンを作りました。

１１月は鍋を作り皆で囲んで食べました。100歳を迎えられた利用者さんの記

念式典が行われましたが、午後は誕生会を行い皆でお祝いをしました。

かぼちゃプリン作り 鍋パーティー

姉妹で写真を撮りました

プレゼント贈呈の後は

みんなで記念撮影

ケーキのろうそくを吹き消しますよ～

10月・11月の活動



～ ６ ～

フェルトを縫ってオリジナルのティッシュケースを作りました。

厨房特製屋台ら～めん。利用者さんに手伝っていただき開店しました。決め手は鶏ガラだしです！

↑ サンマ！

いい感じに焼き上がりましたよ～。

↑ 秋の味覚を堪能。

おいしく、いただきました^ ^

↑ 

『 本日の司会進行を務めます… 』

リンゴを剥いたり、野菜を切ったり、ご飯を盛り付けたり。みんなで協力して調理をしました！



～ ７ ～

グループホームで十五夜のお月見を行う美味しい干し柿をつくろう！

遠野、釜石の秋を探して 「小さい秋みいつけた」

秋
に
な
り
、
山
の
景
色

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

長
寿
庵
で
も
利
用
者
さ

ま
と
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
を

し
な
が
ら
秋
を
探
し
て
き

ま
し
た
。

冬
に
な
り
さ
ら
に
景
色

が
変
わ
り
ま
す
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

１０月・１１月の長寿庵の日常また、直ぐに会いましょう！



～ ８ ～
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ト
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イ
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動
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長
寿
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「
十
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・
十
一
の
活
動
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長
寿
の
森

長
寿
の
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活
動
紹
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」

・
・
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上

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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鹿
「
活
動
紹
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・
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下
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長
寿
庵

「
長
寿
庵
の
秋
他
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目
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・
・
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♦
冬
の
脱
水

脱
水
と
い
う
と
、
夏
の
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
冬
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
冬
は
湿

度
が
低
く
、
皮
膚
や
粘
膜
を
通
じ
て
体
か
ら
失
わ
れ
る
水
分
量
が
増
え
ま

す
。
屋
内
で
は
暖
房
器
具
（
エ
ア
コ
ン
や
こ
た
つ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
）
を
使

用
す
る
こ
と
で
湿
度
が
よ
り
低
下
し
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
寒
い
冬
は
「
汗
を
か
か
な
い
か
ら
」
と
水
分
補
給
を
怠
っ
て
い

る
と
、
脱
水
を
起
こ
し
た
結
果
、
脳
や
心
臓
の
血
管
が
詰
ま
る
な
ど
の
深

刻
な
病
気
を
ひ
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
高
齢
者
の
体
内
水
分
量
は

少
な
く
脱
水
症
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
さ
ら
に
意
識
し
て
水
分
を
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♦
乾
燥
し
て
い
る
と
、
風
邪
に
な
り
や
す
い
理
由

低
温
で
湿
度
が
低
い
状
態
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散
量
が
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
人
の
体
温
が
低
下
す
る
と
代
謝
が
低
下
し
、
免
疫
細
胞
の
働
き
も

低
下
し
て
抵
抗
力
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
く
に
の
ど
や
気
管
支
な

ど
の
粘
膜
が
乾
い
て
い
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
を
防
御
す
る
力
が
低
下
し
て
体

内
に
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

♦
脱
水
予
防
対
策

エ
ア
コ
ン
な
ど
で
部
屋
の
湿
度
が

3

0

％
を
切
る
と
、
体
の
中
か
ら

水
分
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
と
し
て
、
室
内
の
湿
度
を

5

0
～

6

0

％
に
保

つ
よ
う
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
加
湿
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
な
い
場

合
は
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
か
け
る
、
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
お
く
、

換
気
を
す
る
、
観
葉
植
物
を
置
く
、
浴
槽
に
湯
を
は
り
ド
ア
を
開
け
っ
放

し
に
し
て
お
く
な
ど
と
い
っ
た
方
法
が
効
果
的
で
す
。

♦
こ
ま
め
に
適
度
な
水
分
補
給
を

冬
は
、
の
ど
が
渇
き
に
く
く
水
分
を
摂
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
や
す
い

た
め
、
起
床
後
、
食
事
の
時
、
食
事
の
間
、
入
浴
時
、
就
寝
前
な
ど
決
ま
っ

た
時
間
に
水
分
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
で
も
、
ス
ー
プ
や

み
そ
汁
な
ど
の
温
か
い
汁
物
も
取
り
入
れ
ま
す
。
無
理
に
水
や
お
茶
で
な

く
て
も
、
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
緑
黄
色
野
菜
や
果
物
、
し
ょ
う
が
湯

な
ど
の
味
の
つ
い
た
飲
み
物
で
も
よ
い
の
で
、
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

1

日
に

1

.

2
～

1

.

5

Ｌ
の
摂
取
が
目
安
で
す
。

栄
養
士
よ
り

「

冬
の
脱
水
と
病
気
」


